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この日は天気も穏やかで、紅葉を背景に気持ちのいい環境であった。土曜日の開催のおかげで多数の参

加者があり、広範囲の刈り取りがなされた。小職は活動に参加して

あちこちでススキが太く高く育っている姿をよく目にするようになっている。今回も良質なススキが多

く収穫されたようで、嬉しく達成感のある一日だった。
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いる方は、途中で何度も雪を取り除かれている。こんな調子で最後まで務まるのか不安だった。しかし
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よかったと、いつもとは違う温かい気持ちになっていた。
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